
　当期の我が国の経済は、政府による景気の底入れ宣言が一旦発

表されたものの、世界経済への先行き懸念、株価低迷により、失

業率がこれまで最高水準を記録するなど、国内景気の低迷が依然

続いております。また、当業界におきましても、BSE（牛海綿

状脳症）問題以降の相次ぐ食品業界の不祥事は、食肉に対する

消費者の信頼を損ねる結果となり、個人消費の低迷も相俟って、

当社を取り巻く環境は大変厳しい状態が続いております。
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第37期　概況について

　前期のBSEを主因とする赤字経営から早期脱却を図り、スリムで強靭な経営体質を築くべく、経営の大革新「チ

ャレンジ21-----リエンジニアリングプラン」を実践いたしました。営業面につきましては、「バラエティミート世界

一」「焼肉日本一」を目指し、「こてっちゃん２０周年キャンペーン」や「もつ鍋１０周年キャンペーン」など前

向きな施策を積極的に展開するとともに、お客様に、より安心・安全な製品を提供するため、ＩＳＯ9001の２００

０年度認証取得及び製品の生産履歴の追跡・調査が可能なトレーサビリティシステムの構築を行い、信頼と付加価

値の向上に努めました。売上高より販売数量を重視する戦略を強化し、マーケットシェアの拡大に努めました。

　以上の結果、リエンジニアリングは順調に進捗し、販売数量は55,571トン、前期比7.3％増加しましたが、単価

の下落及び低価格商品の取り扱い量が多かったため、売上高は３８５億３千３百万円と前期比4.2％の減少となり

ました。利益面におきましては、経常利益は１４億３千７百万円と前期比292.0％の増加となり、当期利益は７億

２千７百万円と黒字に転換し、当初の計画を達成することができました。

業績の黒字転換について

会社の経営管理組織整備等（コーポレートガバナンスの充実）について

　当社は、当社の経営理念・社是である「おいしさと健康を愛する魅力あるスタミナ食品をもって世界に貢献する。

我々は真のやりがいを感じ、企業の成長・発展とともに生活・文化の向上を図る。」を基本とし、世界の人々が幸

せになるよう食肉原料製品と加工食肉の製造及び食肉の販売という食肉事業を主領域に定め、企業の存在価値を高

め世界に貢献できる企業集団を目指して、グローバルな事業展開を行っております。

　「おいしさと健康を愛する魅力あるスタミナ食品」とは、製品・商品の開発と販売を通して品質、安全性、機能

性、栄養価、価格及び食事に求める楽しさや充実感など、お客様の要望にお応えできる魅力ある製品・商品とサー

ビスを創造し提供することであります。今後も、「社是」及び五愛の精神（５つの愛：お客様を愛する。商品を愛

する。会社を愛する。社員を愛する。株主を愛する。）に基づく「社訓」ならびに企業倫理と法令順守（コンプラ

イアンス）を含めたあるべき行動規範である「エスフーズ行動憲章」の下、信頼と企業価値を高め「強い会社を実

現する」という経営ビジョンの達成を目指してまいります。

経営の基本方針について

株主の皆さまへのご挨拶とご報告

平成14年3月1日～
平成15年2月28日
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　当社は、21世紀を勝ち抜く「強い会社」の実現のため、「コーポレートガバナンスの充実」と「スピーディー

な意思決定と業務執行」に重点を置き、透明度と信頼性の高い経営システムを構築してまいります。

　取締役の役割と機能（意思決定と経営監督責任）を明確にし、任期の変更（2年から1年へ）、取締役数の見直

し及び定年制の導入を行い、取締役会の活性化とスリム化を図ってまいります。また、新執行役員制度を導入し

ており、業務の効率化を高めてまいります。

 法令順守（コンプライアンス）につきましては、「法令順守委員会」と新たに設置した「品質保証課」を中心に

表示・品質管理体制と安全衛生・危機管理体制の強化を図ってまいります。

 また、積極開示（四半期決算開示）を進めるとともに、負の資産は持たないという財務健全化を図ってまいりま

す。



Q1. 第３７期期末配当が上方修正されましたが？

Q2. 一般投資家を増やす狙いは？

Q3. 次期38期の見通しは？
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A.

A.
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当社は、創業以来一貫して株主の利益を最も重要な課題として

事業の経営に当たってまいりました。当期の配当につきましては、リエン

ジニアリングの成果も出てまいりましたので、「こてっちゃん20周年」及

び「もつ鍋10周年」を記念し、記念配当6円を含む1株につき１８円（配

当性向５２％）の配当を予定しております。今後の配当政策につきまし

ても、普通配当1株12円を安定的・継続的な利益還元の基本目標ライ

ンとした上で、配当性向４０％を目処として、業績向上による一層の利益

還元を実施してまいりたいと考えております。

当社製品をご愛食いただいている消費者（個人投資家）の皆

様に、一人でも多く株主になっていただくことでエスフーズファンの拡

大を図っていきたいと考えております。そのために平成１４年７月１日

から証券取引所における売買単位を１,０００株から５００株に引き下げ

ました。さらに第３８期からは、四半期決算開示やホームページ等へ

のきめ細かい情報開示を充実してまいります。また、第３７回株主総

会で新たに「単元未満株式の買増し請求」を採用いたしました。

「リエンジニアリングの完遂・ビジネスモデルづくりの推進により、価値

創造企業を目指す」を年度方針に掲げております。経営資源は、当社の

価値をより多く創造できるところ（既存のビジネスモデルのさらなる強化）

及び将来の楽しみのあるところ（新たなビジネスモデルづくり）に重点的に

配分し、コア製品（「こてっちゃん」に代表される強い製品）の開発を行う

とともに売り場の開拓を行ってまいります。以上により、当社（個別企業）の

次期38期の販売数量は63,600トン（前期比14.4％増）、売上高は460

億円（前期比19.4％増）、経常利益は22億円（前期比53.0％増）、当期

利益は12億円（前期比65.0％増）を見込んでおります。

商品小計
24,070百万円（62.5％）

製品小計
14,463百万円（37.5％）

総売上高
38,533百万円

●当社（個別企業）の部門別売上高（37期）

食肉
24,029百万円
62.4％

食肉小売・
レストラン他
40百万円
0.1％

食肉加工品
7,920百万円　
20.5％

加工調理食品・惣菜
6,049百万円
15.7％

ソース・調味料
493百万円
1.3％
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●当社（個別企業）の販売数量と売上高の推移
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当社の営業成績および資産状況の推移

連結での営業成績および資産状況の推移

第36期
（平成14年2月期）　
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（平成13年2月期）　
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連結での貸借対照表および損益計算書
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●総資産/株主資本 （単位：百万円）
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●損益計算書（要旨）

●貸借対照表（要旨） ●損益計算書（要旨）
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資本の部

10,693
14,093
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6,039
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6,442
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当期
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■決　 算　 期　毎年2月末日
■定時株主総会　毎年5月
■基　 準　 日　（1）定時株主総会については2月末日
　　　　　　　　（2）その他必要あるときはあらかじめ公告する一定の日
■公告掲載　　　当社は今期から日本経済新聞での決算公告に代えて、貸借対照表ならびに
　　　　　　　　損益計算表を当社のホームページ（http://www.sfoods.co.jp/investor/koukoku.html）
　　　　　　　　に掲載することといたしました。
■株式名義書換�
　名義書換代理人　東京都千代田区丸の内一丁目4番3号
　　　　　　　　　UFJ信託銀行株式会社
　同事務取扱場所　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
　　　　　　　　　UFJ信託銀行株式会社　大阪支店証券代行部　電話 06-6229-3011
　同 取  次  場 所　UFJ信託銀行株式会社　全国本支店
　●株式関係のお手続き用紙のご請求は、次のUFJ信託銀行の電話およびインターネットでも24時間承っております。
　　 電話（通話料無料）　0120-24-4479（本店証券代行部）　0120-68-4479（大阪支店証券代行部）
　　 インターネットホームページ　http://www.ufjtrustbank.co.jp/

■1単元の株式の数　500株 
■上場証券取引所　東京・大阪証券取引所市場第一部
■証券コード番号　2292

こてっちゃん食べ方提案：料理メニューレシピ第2弾投入

TVCM放映：強力メディアプロモーション

2003年7月1日～8月31日まで

1

2

●連結キャッシュ・フローの状況 （単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金および現金同等物の期末残高

借入金・社債期末残高

科　目 当連結会計年度
平成15年2月期

前連結会計年度
平成14年2月期

△1,261

△196

2,267

2,301

3,953

5,555

△417

△5,568

370

△3,117

増減額

4,293

△613

△3,300

2,671

836

■役員（平成15年5月22日改選後）
　取締役社長　森島　征夫
　取 締 役 富沢　進
　取 締 役 朝永　直樹
　取 締 役 旦　　有孝
　取 締 役 田中　基裕
　取 締 役 西田　健一
　常勤監査役　大広　雄二郎
　監 査 役 中野　正信
　監 査 役 大塚　忠重

■設立
　昭和42年5月22日

■資本金
　42億2,664万円（平成15年2月末現在）

■従業員数
　361名（男性301名・女性60名、平成15年2月末現在）

■年間売上高
　385億円（平成15年2月期実績）

■事業内容
　食肉類の加工販売
　食肉加工品の製造及び販売
　ソース、調味料の製造及び販売

■系列会社
　ミスタースタミナ株式会社
　株式会社ケンショク
　鳴尾興産株式会社
　フォエム食品加工株式会社
　FREMONT BEEF COMPANY
　株式会社味兆
　五愛焼肉コンセプト株式会社
　すこやか食品株式会社
　株式会社静岡味兆

　※平成16年2月期より、全ての子会社を
　　連結対象会社といたします。

■事業所
●本社
　〒663-8142  兵庫県西宮市鳴尾浜1丁目22番13
　TEL.0798-43-1065（代表）

●東京本社
　〒273-0014　千葉県船橋市高瀬町24番38
　TEL.047-435-0811（代表）

●支店
　名古屋、九州

●営業所
　札幌、仙台、茨城、船橋、北関東、八王子、横浜、静岡、
　長野、岡崎、東海西、京都、西宮、りんくう、和歌山、
　岡山、広島、姫路（出張所）

●工場
　西宮、西宮第二、船橋

エスフーズ会社概要

4

●利益処分 （単位：千円）

当 期 未 処 分 利 益
特 別 償 却 準 備 金 取 崩 額

合 計

1,533,785
2,194

1,535,979

これを次のとおり処分いたしました。

378,507

17,600
（1,600）

株主メモ

次 期 繰 越 利 益 1,139,872

■発行する株式の総数
　76,500,000株

■発行済株式の総数
　21,446,659株

■株主数
　2,455名

■大株主

株　主　名
当社への出資状況

持株数（株） 持株比率（％）

当社の大株主への出資状況

持株数（株） 持株比率（％）

5,663,087

3,217,550

838,888

705,000

610,790

610,000

500,908

339,974

314,500

312,100

26.4

15.0

3.9

3.2

2.8

2.8

2.3

1.5

1.4

1.4

－　　
445,000

441,525

140,600

－　　
－　　
－　　
－　　
－　　
30,000

－
0.0

0.2

0.0

－
－
－
－
－
0.1

株式の状況 平成15年2月末日現在

当社の自己株式（418,492株、持株比率1.9％）
は、上記の表には含めておりません。
当社は、（株）UFJ銀行の持株会社である（株）
UFJホールディングスの株式50.06株（持株比
率0.0％）を保有しております。
包括信託受託者 三井アセット信託銀行（株）
の持株数610,000株（持株比率2.8％）は（株）
三井住友銀行が同行に委託した信託財産であり、
その議決権行使の指図権は、（株）三井住友
銀行に留保されております。なお、当社は、
（株）三井住友銀行の持株会社である（株）
三井住友フィナンシャルグループの株式30.8
株（持株比率0.0％）を保有しております。

（注）1.

2.

3.

有限会社ファイブエム
丸紅株式会社
伊藤ハム株式会社
三井物産株式会社
株式会社UFJ銀行
包括信託受託者 三井アセット信託銀行株式会社
森島征夫
エスフーズ従業員持株会
日本マスタートラスト信託銀行
株式会社カウボーイ

利 益 配 当 金 　　〈普通配当　1株につき12円〉
　　　　　　　　　〈記念配当　1株につき 6円〉
役 員 賞 与 金
（監査役賞与金）
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